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●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
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第６９１号

（1）

☆組織の概況（2月28日現在）　組合員総数　6万3380人（2月の新加入者118人）　出資金総額　16億5012万3500円（1人平均　2万6035円）

主な記事 １面 新型コロナウイルスへの対応 ６面 組合員バス時刻表 ８面 「おらほの班活動」スタート

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

国
内
中
を
震
撼
さ
せ
て
い

る
。
病
院
に
は
、
毎
日
の
よ

う
に
国
や
県
、
医
師
会
等
か

ら
の
通
達
が
届
き
、
急
場
の

対
応
に
大お

お
わ
ら
わ童

の
日
が
続
い
て

い
る
。
一
方
こ
の
よ
う
な
な

か
で
、仕
事
が
合
理
化
さ
れ
、

残
業
が
減
っ
た
よ
う
な
気
が

し
て
な
ら
な
い
。▼
こ
の
間
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
会
議
の
時
間
短
縮
や

テ
レ
ビ
会
議
化
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
・
行
事
な
ど
は
中
止

に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
業
務

時
間
も
２
～
３
割
ほ
ど
短
縮

簡
略
化
さ
れ
、
急
に
働
き
方

改
革
が
進
ん
だ
？　
と
さ
え

感
じ
て
い
る
。（
こ
れ
は
個

人
の
感
想
で
感
じ
方
に
は
個

人
差
が
あ
り
ま
す
）
各
職
場

に
お
い
て
は
、
本
当
は
短
時

間
で
で
き
る
、
無
け
れ
ば
無

く
て
も
い
い
、
体
裁
的
に
や

ら
な
い
と
い
け
な
い
、
と

い
っ
た
何
か
に
縛
ら
れ
た
業

務
が
ま
だ
ま
だ
存
在
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
▼
い
ま

だ
特
効
薬
の
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
働
き
方
改

革
を
進
め
る
特
効
薬
に
な
っ

た
の
な
ら
な
ん
と
も
皮
肉
な

話
だ
。
し
か
し
こ
れ
を
契
機

と
し
て
、
業
務
改
善
を
進
め

て
い
き
た
い
。
決
し
て
、
後

戻
り
し
な
い
よ
う
に
…
。

（
藤
代
健
生
病
院
事
務
長

�

理
事
・
角
田
尚
樹
）

コ ムラ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

①
班　
　
会

　
現
在
の
と
こ
ろ
県
内
の
感
染
者
が

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
当
面
班
会

は
開
催
し
ま
す
。
組
織
部
員
が
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
を
持
参
し
、
班
会
出

席
者
の
手
な
ど
を
消
毒
し
ま
す
。
ま

た
、
班
会
出
席
者
に
は
事
前
に
検
温

し
て
い
た
だ
き
、
37
・
５
度
以
上
の

熱
が
あ
る
場
合
は
出
席
し
な
い
よ
う

に
呼
び
か
け
ま
す
。
ま
た
県
内
に
感

染
者
が
発
生
し
た
場
合
は
中
止
と
し

ま
す
。 慎

重
か
つ
万
全
な
対
策
を

②
理
事
会
専
門
委
員
会
お
よ
び

　
支
部
関
連
行
事

　
理
事
会
専
門
委
員
会
が
主
催
す

る
集
会
、
行
事
な
ど
は
中
止
と
し

ま
す
。
同
様
に
津
軽
保
健
生
協
支

部
が
主
催
す
る
総
会
、
集
会
、
行

事
な
ど
は
中
止
と
し
ま
す
。

③
理
事
会
・
通
常
総
代
会

　
今
後
の
津
軽
保
健
生
協
理
事
会

の
開
催
に
つ
い
て
は
、
県
内
の
感

染
拡
大
の
状
況
よ
り
常
務
理
事
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
世
界
的
に
猛
威
を
ふ
る
い
、
い
ま
だ

感
染
拡
大
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
ま
す
。
日
本
に
お
い

て
も
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。
国
民
が
一
丸
と
な
っ
て
感
染
拡

大
を
防
ぎ
、
迅
速
な
ウ
イ
ル
ス
検
査
シ
ス
テ
ム
の
確
立
お
よ
び
早
期

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
治
療
方
法
の
確
立
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。
津
軽
保
健
理
事
会
に
お
い
て
、
生
協
組
合
員
に
感
染
拡
大
を
防

ぐ
た
め
、
生
協
の
各
集
会
・
会
議
・
総
会
な
ど
の
取
扱
い
に
つ
い
て

決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
度
生
協
四
課
題
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
感
染
対
策
に
留
意
し
な
が
ら
支
部
の
実
情
に
あ
わ
せ

進
め
て
い
き
ま
す
。�

（
３
／
18
現
在
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

で
判
断
し
ま
す
。
ま
た
、
津
軽
保

健
生
協
総
代
会
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
通
達
に
よ
り
延

期
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、
県

内
の
状
況
を
み
な
が
ら
理
事
会
で

最
終
決
定
し
ま
す
。

④
津
軽
保
健
生
協
会
館
お
よ
び

　
組
合
員
バ
ス

　
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
生
協
会

館
１
Ｆ
正
面
玄
関
入
り
口
お
よ
び

２
Ｆ
会
館
ホ
ー
ル
前
に
設
置
し
ま

し
た
。
津
軽
保
健
生
協
会
館
２
Ｆ

ホ
ー
ル
・
１
Ｆ
会
議
室
使
用
に
つ

い
て
は
、
関
係
団
体
に
ご
理
解
い

た
だ
き
、
他
団
体
へ
の
貸
し
出
し

は
中
止
と
し
ま
し
た
。
津
軽
保
健

生
協
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
内

の
除
菌
対
策
を
徹
底
さ
せ
ま
す
。

⑤
健
生
病
院
・
健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
の
対
応

　
健
生
病
院
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
２
月

28
日
に
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
行
政
や
保
健
所
等
か
ら
の
情
報

を
共
有
し
、
医
療
材
料
の
供
給
状

況
・
健
生
病
院
や
健
生
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
の
対
策
な
ど
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
現
在
健
生
病
院
へ
入
院
さ

れ
て
い
る
患
者
さ
ん
へ
の
面
会
は

全
面
禁
止
と
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
面
会
時
は
風
邪
症
状
・
発
熱

（
37
度
以
上
）
の
方
や
マ
ス
ク
を
着

用
し
て
い
な
い
方
の
面
会
は
禁
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
限
ら

ず
感
染
症
の
方
が
多
く
来
院
す
る

場
所
で
あ
る
病
院
は
、
来
院
す
る

こ
と
に
よ
り
感
染
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
面
会

の
自
粛
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
日
々
状
況
は
変
化
し
ま
す
が
ご

理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

⑥
職
員
の
対
応

　
医
療
福
祉
生
協
連
・
全
日
本
民

医
連
か
ら
集
会
・
研
修
会
・
会

議
・
委
員
会
の
中
止
の
通
知
が
き

て
い
ま
す
。
各
事
業
所
か
ら
の
出

張
等
に
つ
い
て
は
、
出
張
等
の
重

要
性
を
考
慮
し
た
上
で
各
事
業
所

の
判
断
と
し
ま
す
。
ま
た
、
職
員

の
海
外
へ
の
渡
航
に
つ
い
て
は
、

取
り
や
め
て
も
ら
う
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。
医
療
・
介
護
の
事
業

を
継
続
す
る
た
め
、
①
出
勤
前
の

検
温
、
②
手
洗
い
、
③
マ
ス
ク
装

着
、
④
う
が
い
の
徹
底
を
行
っ
て

い
ま
す
。



健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

ナーシングホーム
た ま ち
0172-55-9724

訪問看護ステーション
の だ 支 所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所 案 内 は
５−４面です

（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
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部

（0
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組
合
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モ
バ
イ
ル
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp
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前回のコラムに引き続き、難病フォー
ラムの講演の中で取り上げた話題か
ら、最近、注目されている核酸医薬に
ついてお話しします。

随分昔のことですが、昭和 62 年、
リハビリテーションの研修のために東
京の大学病院に勤務していました。リ
ハビリテーション科ですから対象患者
は脳外科、神経内科、リウマチ科など
様々な科におられ、病院中のあちこち
の病棟に出入りしていました。大学紛
争の余波が残る古ぼけた小児科病棟
に、人工呼吸器を装着して身動きがで
きない乳幼児が少なからず入院してい
ました。 ウェルドニッヒ・ホフマン
病あるいは脊髄性筋萎縮症Ⅰ型と呼ば
れる遺伝性の難病で、生後まもなく発
症して進行性の筋委縮、筋力低下をき
たし、首も座りません。原因はSMN

（運動神経細胞生存）遺伝子１の異常
で、運動神経細胞が生きていくために
必要なたんぱく質が作られず発症する
病気です。

高校生物の時間になりますが、生物
の遺伝情報はDNAという設計図に格
納されていて、それがRNAに写しか
えられ、それをもとにタンパク質が作
られます。直接、DNAではなくて、
RNAを調整することによって、タンパ
ク質の生成の仕方、量を調整しようと
いう考え方から生まれたのが核酸医薬
です。DNAに直接働きかける有力な

方法としてゲノム編集がありますが、
間違った部位の遺伝子を改変してしま
うと取り返しがつかなくなるという問
題、遺伝子に直接手を加えることが許
されるのかという倫理的な問題から、
臨床の場にでるまでにはまだ時間がか
かると思われますが、RNAへ働きかけ
る薬は既に臨床現場に登場しています。

ヒトの遺伝子の中には、SMN１遺
伝子と同じ働きを持つ、しかし、普段
はほとんど働いていないSMN２遺伝
子が存在します。核酸医薬であるヌシ
ネルセン（商品名スピンラザ）はSMN
２遺伝子からRNAに写しかえられ、
そこからタンパク質が作られる過程に
作用して、本来はSMN１遺伝子が作
るはずの正常なタンパク質が代わりに
作れるようにします。実際に患者に投
与すると、４割程度の患者ですが回復
して、首が座る、寝返りができる、座
れる、なかには立ち上がることができ
るようになる方もいました。

核酸医薬は、別の神経難病である
ハンチントン病や進行性筋ジストロ
フィーなどに対しても臨床研究が進め
られています。

一方で、スピンラザ１瓶の薬価は
932 万円に設定されていて、乳児の
患者の場合年３回、乳児以外では年２
回投与する必要があり、医療経済的に
考えなければならない問題を提起して
います。

理事長 安 田 　 肇

�

核酸医薬による臨床研究

２
月
定
例
理
事
会

【
報
告
事
項
】

⃝

１
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

⃝

１
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

⃝

医
福
連
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
方
針
討
論
集
会
報
告

⃝

第
１
回
役
員
推
薦
委
員
会
報
告

⃝

第
２
回
総
代
会
選
挙
管
理
委
員
会
報
告

⃝

２
０
１
９
年
度　
秋
の
生
協
強
化
月
間
ま
と
め
（
案
）

⃝

第
４
回
診
療
所
管
理
者
交
流
集
会
報
告

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕　

⃝

新
規
勘
定
科
目
設
定
に
関
す
る
件

⃝

人
事
の
提
案

　
〔
協
議
事
項
〕

⃝

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

（３／2）

　

月
間
を
支
部
の
事
情
に
合
わ
せ
柔
軟
に
！

　
今
年
度
も
以
下
の
内
容
で
生
協
強
化
月
間
（
以
下
、
月
間
）
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
に
足
を
運
び
〝
つ
な
が
り
〟
を
重
視
し
た
訪
問
と
対
話
の
計
画
を
全
支
部
に

呼
び
か
け
ま
す
。

①
秋
の
月
間
：
10
月
１
日
～
11
月
30
日
（
２
ヵ
月
）

②�

秋
の
月
間
以
外
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
任
意
に
２
ヵ
月
の
月
間
を

設
定
し
ま
す
。

①�

生
協
四
課
題
の
目
標
達
成
に
近
づ

け
る

②�

当
生
協
の
活
動
を
地
域
に
広
め
、

健
康
で
あ
か
る
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る

③
組
合
員
台
帳
の
整
理
を
進
め
る

　　
支
部
が
よ
り
主
体
的
に
取
り
組
み

が
で
き
る
よ
う
に
、
２
０
１
９
年
度

と
同
様
に
①
仲
間
ふ
や
し
、
②
出
資

金
、
③
班
づ
く
り
、
④
担
い
手
ふ
や

し
、
の
四
課
題
を
、
支
部
独
自
で
自
主
目
標
を
設
定
し

ま
す
。
事
業
所
で
も
自
主
目
標
を
設
定
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
当
生
協
へ
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①�

出
会
い
を
大
切
に
、
組
合
員
、
事
業
所
、
協
同
組
合
間
の
生
協
の

つ
な
が
り
を
強
く
し
て
い
こ
う

②
津
軽
保
健
生
協
を
知
ろ
う
、
伝
え
よ
う
、
広
げ
よ
う

③�

組
合
員
、
事
業
所
、
地
域
の
力
を
集
め
、
地
域
の
願
い
・
要
求
を

形
に
し
て
い
こ
う

ス
ロ
ー
ガ
ン

月間期間
（年４ヵ月）

月間の目的生協四課題
の年間目標

支部活動、やってみたら楽しいよ
！

協
同
の
力
で
い
の
ち
輝
く

�

社
会
を
つ
く
る
！

２
０
２
０
年
度

生
協
四
課
題
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
！

　
津
軽
保
健
生
協
は
、
日
本
医
療
福
祉
生

活
協
同
組
合
連
合
会
の
理
念
「
健
康
を
つ

く
る
。
平
和
を
つ
く
る
。
い
の
ち
輝
く
社

会
を
つ
く
る
。」
の
も
と
に
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
、

誰
も
が
健
康
で
平
和
に
く
ら
せ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
理
念
実
現
の
た
め
に
は
当
生
協
の
活
動

を
強
く
大
き
く
す
る
必
要
が
あ
り
、
毎

年
、
生
協
四
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
度
の
生
協
四
課
題
の
目
標

は
、
①
仲
間
ふ
や
し
３
，
０
０
０
人
、
②

２
０
１
９
年
度

生
協
四
課
題
の
実
績

出
資
金
２
億
円
、
③
班
づ
く
り
１
１
１
班

（
１
支
部
３
班
）、
④
担
い
手
ふ
や
し
５
５

５
人
（
１
支
部
15
人
）
と
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
１
月
末
ま
で
の
実
績
で

は
、
仲
間
ふ
や
し
１
，
４
３
６
人
、
出
資

金
７
千
３
３
９
万
０
２
０
０
円
、
班
づ
く

り
10
班
（
７
支
部
）、
担
い
手
ふ
や
し
２

４
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
と
比

較
す
る
と
、
仲
間
ふ
や
し
と
出
資
金
が
下

回
り
、
班
づ
く
り
と
担
い
手
ふ
や
し
は
上

回
り
ま
し
た
。

　
当
生
協
の
継
続
と
発
展
の
た
め
に
、
生

協
四
課
題
の
目
標
達
成
に
組
合
員
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

�
（
組
織
部
長
・
八
島
将
仁
）



健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

ナーシングホーム
た ま ち
0172-55-9724

訪問看護ステーション
の だ 支 所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所 案 内 は
５−４面です

（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
本
部

（0
17
2）3
3－
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組
合
員
セ
ン
タ
ー

（0
17
2）3
5－
89
33

モ
バ
イ
ル
版

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp
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救
急
治
療
と
家
族
、
共
に
大
切

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

Vol.
99

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

救
急
集
中
治
療
部
の
杉
山
佳

奈
と
申
し
ま
す
。

　
日
に
日
に
春
を
感
じ
る
こ

の
時
期
、
変
わ
っ
た
も
の
、

変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
る
中

で
、
今
年
も
新
た
に
研
修
医

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
毎

年
の
事
な
が
ら
、
初
心
を
忘

れ
ず
今
年
度
も
頑
張
ろ
う
と

背
筋
が
伸
び
る
思
い
で
す
。

八
戸
高
校
、
山
形
大
学
を
卒

業
し
、
２
０
１
０
年
に
健
生

病
院
に
入
職
し
て
早
10
年
。

公
私
共
に
色
々
あ
り
ま
し
た

が
、
果
た
し
て
自
分
は
前
に

進
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
集
中
治
療
の
面
白
さ
に
触

れ
、
こ
の
道
に
進
ん
だ
の
が

３
年
目
の
２
０
１
２
年
の
こ

と
で
す
。
上
級
医
の
先
生
と

同
じ
目
線
で
議
論
し
た
い
と

必
死
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

救
急
専
門
医
取
得
に
必
要
な

手
技
、
症
例
は
こ
の
１
年
間

で
ほ
ぼ
経
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
人
生
の
転
機
が

訪
れ
ま
す
。
２
０
１
３
年
、

２
０
１
５
年
、
２
０
１
７
年

に
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
我
が

家
は
と
て
も
賑
や
か
に
な
り

ま
し
た
。
可
愛
く
て
、
嬉
し

く
て
、
す
ご
く
幸
せ
な
ん
だ

け
れ
ど
も
、
残
念
な
が
ら
そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

眠
れ
な
い
、
時
間
が
な

い
、
理
屈
が
通
用
し
な
い
、

妥
協
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
我
慢
。
こ
れ
ま
で
の
自

分
の
辞
書
に
は
な
い
パ
タ
ー

ン
で
し
た
。
自
分
は
好
き
勝

手
や
っ
て
き
た
ん
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
病
棟

で
起
こ
る
大
抵
の
こ
と
に
は

動
じ
な
く
な
り
ま
し
た
が
。

　
次
女
が
生
ま
れ
て
す
ぐ
長

女
が
入
院
し
ま
し
た
。
人
工

呼
吸
器
を
つ
け
た
患
者
家
族

の
気
持
ち
が
痛
い
ほ
ど
わ
か

り
ま
し
た
。
も
う
絶
対
に
経

験
し
た
く
な
い
け
れ
ど
、
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
仕
事
に
復
帰
し
て
も
、
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
仕
事
を

こ
な
し
、
定
時
に
帰
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
家
に

帰
っ
て
か
ら
が
本
業
。
自
分

の
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子

ど
も
た
ち
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
ん
で
い
ま
す
が
、
欲
を

言
う
と
、
も
う
少
し
遅
く
ま

で
残
っ
て
勉
強
し
た
い
し
、

学
会
や
研
修
会
に
も
も
っ
と

参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
ん
な
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え

つ
つ
、
昨
年
度
は
救
急
専
門

医
試
験
と
青
森
県
立
中
央
病

院
救
命
セ
ン
タ
ー
研
修
に
挑

み
ま
し
た
。
家
族
、
職
場
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
無
事
目
標

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
計
ら
い
、
可
能

な
範
囲
で
自
分
に
負
荷
を
か

け
る
。
あ
く
ま
で
も
可
能
な

範
囲
で
。
こ
れ
を
継
続
し
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
10
年
で
自
分
を
取
り

巻
く
環
境
は
随
分
変
わ
っ
た

し
、
自
分
自
身
も
成
長
し
た

と
思
い
ま
す
。
変
わ
ら
な
い

の
は
集
中
治
療
に
対
す
る
思

い
と
健
生
病
院
で
や
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
。
そ
し
て
家

族
を
大
事
に
す
る
こ
と
で

す
。
長
女
は
こ
の
春
か
ら
小

学
校
で
す
。
優
し
く
て
繊
細

な
長
女
、
し
っ
か
り
者
の
次

女
、
お
調
子
者
の
三
女
。
ま

だ
パ
パ
を
世
界
一
の
イ
ケ
メ

ン
と
勘
違
い
し
て
い
る
三
姉

妹
の
今
後
の
成
長
が
楽
し
み

で
す
。

2020年度　総代のご紹介 2020年２月１日に総代選挙を公示し、立候補受付を２月14日から２月
20日まで行ったところ、総代立候補者が選挙定数を超えませんでし
た。総代選挙規約第15条に基づき、総代の当選者を決定しました。

総代選挙管理委員長　柴田文男

弘前時敏区・10名
浅　田　節　子 工　藤　美代子
石　田　　　久 齊　藤　恒　夫
岩　城　　　功 土　岐　　　祝
岡　山　す　み 鳴　海　州　子
小　山　松　子 西　澤　　　憲

弘前和徳区・9名
今　井　勝　子 中　澤　トシヱ
笠　井　和　子 水　戸　清　江
齋　藤　義　雄 山　本　幸　子
髙　松　利　昌 横　山　きくゑ
髙　屋　洋　子

弘前北東区・11名
阿　部　茂　子 藤　原　竹　二
櫻　庭　和　吉 藤　原　裕貴子
相　馬　　　喬 三　浦　ひさ子
中　川　亮　子 三　浦　義　信
藤　田　トミヱ 溝　江　定　義
藤　田　美　江

弘前河西区・12名
岩　谷　敬　子 鈴　木　　　充
小田桐　照　子 髙　地　悦　子
小　野　満里子 田　中　朝　子
小　山　秀　人 中　濱　康　彦
工　藤　恵　子 成　田　和　夫
黒　沼　利　三 三ヶ田　　　謙

弘前下町区・8名
蟻　塚　裕　子 小田切　今日子
石　田　静　枝 金　崎　曜一郎
逢　坂　光　範 熊　沢　正　子
小山内　敬　子 竹　田　登美子

弘前大成区・5名
川　村　貞　子 福　田　三枝子
黒　瀧　典　子 森　岡　陽　子
佐　藤　洌　子

弘前三大区・5名
一　戸　　　宏 松　島　　　明
小　野　元　子 松　島　惠美子
中　嶋　悦　子

弘前文京区・6名
工　藤　悦　子 松　田　和　子
白　川　美津子 八　島　和　子
天　童　　　峯 安　田　幸　子

弘前四中さくら区・5名
五十嵐　貞　子 三　上　和　郎
岩　﨑　昭　子 山　下　末　子
豊　田　ミ　サ

四中りんご支部・11名
阿　保　芳　子 今　野　とも子
石　岡　憲　子 斉　藤　正　俊

石　山　つき子 齊　藤　麗　子
今　谷　眞知子 笹　　　サ　ツ
宇　野　　　宏 奈良岡　初　子
兼　平　和　子

弘前五中区・11名
五十嵐　　　照 小　西　勇　一
五十嵐　ハツエ 齊　藤　けい子
一　戸　マサ子 齋　藤　幸　子
猪　股　　　峻 村　田　志津子
古　川　節　子 盛　　　明　美
小　西　安希子

弘前東中区・9名
一　戸　あつ子 工　藤　　　静
一　戸　礼　子 竹　谷　光　子
岩　渕　　　勉 三　橋　あや子
鎌　田　参　裕 八木澤　ひろみ
工　藤　敦　子

弘前南区・6名
木　田　義　満 對　馬　喜久夫
木　村　みとり 丸　岡　ひろ子
小　林　幸　子 山　本　繁　明

弘前南中央区・4名
尾　﨑　一　美 小　枝　秀　樹
黒　石　タエ子 高　谷　サ　ツ

弘前南石川区・4名
金　崎　良　一 丹　藤　金　哉
斎　藤　武　則 中　田　テ　コ

弘前北区・16名
石　岡　徳　一 寺　田　節　子
石郷岡　　　妙 寺　田　秀　範
大　瀬　ハチエ 成　田　保　子
岡　村　忠　則 福　嶋　きぬよ
小山内　ミ　ヨ 藤　田　幸　子
小　嶋　ツ　カ 前　田　トキエ
神　　　成　子 増　田　一　弘
高　橋　一　子 水　木　　　弘

岩木区・12名
稲　部　百合子 今　　　文　江
大　森　義　光 櫻　庭　友　子
小山内　治　子 佐　藤　和　子
木　村　英　子 佐　藤　　　久
木　村　ミツヱ 玉　田　京　子
栗　原　マツヱ 鶴ヶ谷　むつ子

相馬区・4名
今　　　シ　セ 三　上　ユキヱ
花　田　キクヱ 宮　川　洋　子

目屋区・4名
竹　内　アイコ 三　浦　さ　た
中　野　せつゑ 三　浦　登美子

黒石区・18名

宇　野　俊　衛 神　　　祝　子
鎌　田　和　子 須　藤　龍　子
工　藤　和　子 髙　谷　厚　子
工　藤　禎　子 種　市　良　子
佐々木　義　仁 津　川　穎　子
佐　藤　ケイ子 西　谷　ちづ子
佐　藤　晶　子 福　士　勝　郎
佐　藤　道　子 松　田　眞喜子
渋　川　貞　子 棟　方　るみ子

尾上区・8名
阿　保　富士子 下　山　エツ子
工　藤　武　志 八木橋　テルヱ
齋　藤　律　子 山　口　明　美
佐　藤　真　美 山　口　みどり

田舎館区・7名
葛　原　光　枝 成　田　京　子
鈴　木　和　久 樋　口　テ　ル
鈴　木　と　よ 村　上　セツ子
鈴　木　雪　子

平賀区・18名
岩　渕　清　昭 對　馬　孝　雄
岡　田　美代子 長　濵　幸　子
落　合　由美子 奈　良　ユ　キ
葛　西　道　子 成　田　初　男
加　藤　セイ子 船　水　光　悦
古　川　千鶴子 松　田　照　美
齋　藤　二　朗 三　浦　あ　き
須々田　カ　チ 三　浦　えりか
竹　内　　　守 三　上　りゑ子

大鰐・碇ヶ関区・7名
石　塚　あき子 加賀谷　京　子
小笠原　富美子 下　山　良　子
小田桐　信　子 原　子　康　夫
小　野　い　ね

浪岡区・18名
天　内　慎　也 相　馬　繁　子
荒　井　はつえ 竹　浪　睦　子
荒　田　美千代 長谷川　由美子
小笠原　勝　實 福　士　愛　子
兼　平　江津子 福　士　きや子
我　満　澄　枝 藤　田　律　子
熊　澤　睦　子 藤　本　ウ　メ
古　村　庸　一 前　田　トミエ
斉　藤　敏　子 三　上　トシ子

常盤区・6名
赤　石　次　子 郭　　　竹　子
浅　利　直　志 田　口　玲　子
小田桐　説　子 横　山　　　剛

藤崎区・9名
新　谷　清　子 藤　本　朝　子

小笠原　雪　江 間　山　千鶴子
尾　﨑　つ　ね 村　上　ふみ子
佐　藤　きくゑ 村　上　や　す
成　田　早　苗

板柳区・12名
青　山　忠　一 楠　美　金　秀
飯　村　禮　子 佐々木　睦　子
一　戸　静　子 樽　沢　信　子
上　原　信　子 對　馬　しずえ
葛　西　幸　市 中　村　　　司
木　村　初　子 成　田　美　恵

鶴田区・5名
上　林　百合子 成　田　勝　敏
菅　野　忠　範 松　山　幸　子
坂　本　正　輝

五所川原区・16名
小笠原　ヒロ子 野　宮　啓　子
後　藤　恵美子 花　田　　　進
斉　藤　春　子 原　田　喜　久
斎　藤　美　栄 福　士　　　章
栄　利　貞　宏 福　士　顕　治
神　　　源　内 三　橋　すず江
高　橋　博　行 毛　内　澄　子
高　橋　藤　花 山　口　弘　子

金木区・3名
木　村　倫　子 野　呂　幸　市
中　村　純　子

中里区・2名
外　崎　良　一 平　間　康　元

市浦区・1名
青　山　玲　子

小泊区・1名
金　澤　恵　子

木造新田区・10名
長　内　謙三郎 長谷川　敏　子
長　内　タカ子 松　谷　泰　行
葛　西　清　光 三　浦　順　子
佐々木　誠　一 三　浦　　　博
中　村　正　行 三　橋　　　威

鰺ヶ沢区・3名
大　福　悦　子 須　藤　札　子
境　　　久　子

深浦・岩崎区・3名
亀　川　富　雄 田　中　　　正
斉　藤　清　秀

東青他区・1名
斉　藤　恵　子

総　計 300名

健生病院
杉山佳奈 医師

人事のお知らせ
（新任）� （４月１日付）
　看護介護部長補佐
　　兼　健生病院総看護長

寺島　由美
（旧任）
　健生病院総看護長
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0172-62-3101
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0173-35-2542
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0172-53-3015
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ー
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ー
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2020年４月１日（水）　第691号 （4）健　　　康

楽しい お料理楽しい お料理
☆献立紹介…
健生病院
管理栄養士

雪田　総子　

皮 から 手 作り生 春 巻 き

＜材料４人分＞直径約20㎝×８枚分
Ａ【米粉100ｇ　片栗粉70ｇ　サラダ
油大さじ１　水350ｍｌ】　
キャベツ１/４玉　胡瓜１/２本　トマト
１/２個　鶏もも肉200ｇ　塩・こしょ
う少々　酒大さじ１　サラダ油適量　
B【醤油大さじ４　みりん大さじ２　酒
大さじ１　砂糖小さじ１】
＜作り方＞
❶Aの材料を混ぜ合わせ１時間以上

（最低 30 分）冷蔵庫で寝かせる。焼
く直前に更によく混ぜる（１枚焼くご
とに混ぜる）。
❷フライパンを弱火で温め、手で触れ

るくらいの温度にする。おたま１杯弱
を流し入れ、フライパンを傾けながら
薄く伸ばす。生地が浮き上がって表面
が白く乾いてきたら焼き上がりの目安
として火からおろす。生地が白から透
明に変わり、手で触れるくらいになっ
たら破れないように皿に移し冷まして
おく。
❸キャベツと胡瓜は千切りにし、キャ
ベツは茹でてザルに上げ、粗熱をと
る。キャベツと胡瓜は混ぜ合わせてお
く。トマトは包みやすい大きさに切る。
❹鶏肉は包みやすいように細切り（２
㎝幅位）にし、塩・こしょう、酒を
振っておく。フライパンに油を敷いて
鶏肉を両面焼き、火が通ったらBの
調味料を混ぜたものを加えて味を絡め
る。
❺❷の皮は焼いた面を上にしておき、
手前側に野菜と鶏肉をのせて両端の皮
を中央に折りたたみ、手前から巻いて
いく。
❻好みの大きさに切って盛りつける。

１人（２枚）当たり　エネルギー372Kcal　塩分2.7ｇ

　
健
生
五
所
川
原
診
療
所
の

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
、
訪
問
リ
ハ
）
は
早

い
も
の
で
５
年
目
を
迎
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
当
初
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
１
名
で
ス
タ
ー

ト
し
た
体
制
で
し
た
が
、
現

在
は
３
名
で
訪
問
に
出
か
け

る
と
き
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
訪
問
リ
ハ
の
目
的
は
、
利

用
者
の
実
際
の
生
活
の
場
に

お
伺
い
し
て
、
日
常
生
活
の

ま
ず
は
血
圧
を

�

測
り
ま
し
ょ
う

　
１
月
31
日
、
13
人
の
参
加

で
「
健
康
づ
く
り
カ
フ
ェ
」

開
店
。
組
織
部
の
金
枝
維

子
、
工
藤
千
絵
さ
ん
の
指
導

で
、
血
圧
・
体
脂
肪
・
握
力

測
定
と
、
尿
・
便
チ
ェ
ッ
ク

の
や
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　
「
血
圧
は
い
つ
、
ど
ん
な

状
態
で
測
れ
ば
良
い
の
か
」

の
質
問
に
は
、「
血
圧
は

日
々
刻
々
と
変
化
し
て
い
ま

す
。
毎
日
同
時
刻
に
測
定
し

て
記
録
を
つ
け
、
自
分
の
血

自
立
と
家
庭
内
さ
ら
に
は
社

会
参
加
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
目
的
で
す
。
ま
た
、
利
用

者
本
人
と
自
宅
環
境
と
の
適

合
を
調
整
す
る
役
割
を
持

ち
、
自
宅
で
の
自
立
支
援
に

効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
ケ
ア
マ
ネ
等
の
関
連
職
種

と
積
極
的
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
そ
の
専
門
性
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
実
際
に
は
、
心
身
障
害
、

生
活
障
害
、
住
環
境
な
ど
を

確
認
し
自
宅
生
活
の
中
で
利

用
者
自
身
の
機
能
維
持
・
向

上
を
図
り
つ
つ
、
医
療
機
関

で
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

実
際
の
生
活
場
面
に
即
し
た

能
力
的
な
部
分
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
訪
問
リ
ハ
は
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴

覚
士
の
国
家
資
格
を
有
し
た

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
種
が
、
利

用
者
本
人
と
家
族
の
生
活
再

建
、
安
定
、
発
展
を
手
助
け

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
利
用

者
様
が
安
心
、
安
全
に
そ
の

人
ら
し
い
在
宅
生
活
が

継
続
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
五
所
川
原
市

を
中
心
に
近
隣
の
地
域

に
も
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
既
に
「
介
護
保
険
を

使
用
し
て
い
る
方
」、
ま

た
は
、
こ
れ
か
ら
「
介

護
保
険
の
申
請
を
考
え

て
い
る
方
」
ど
ち
ら
で

も
リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る

様
々
な
ご
相
談
に
対
応
い
た

し
ま
す
。
い
つ
で
も
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
主
任
・
理
学
療
法
士

�

　
山
下
大
史
）

い
き
い
き

診
療
所�

健
生
五
所
川
原
診
療
所 訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

日
常
生
活
の
自
立
支
援
し
て
ま
す

圧
傾
向
を
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
」。

　
「
お
し
っ
こ
は
、
腎
臓
で

つ
く
ら
れ
ま
す
。
お
し
っ
こ

に
は
身
体
の
な
か
の
情
報
が

い
っ
ぱ
い
で
す
」。

　
大
腸
が
ん
の
早
期
発
見
に

有
効
な
〝
便
潜
血
チ
ェ
ッ

ク
〟
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
の
や

り
方
も
学
び
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
握
力
を
鍛
え
る

グ
ー
パ
ー
体
操
や
〝
私
の

や
っ
て
る
こ
ん
な
体
操
〟
を

教
え
合
っ
た
り
と
、
た
め
に

な
る
カ
フ
ェ
で
し
た
。

担
い
手
さ
ん
が

�

集
い
ま
し
た

　
２
月
４
日
、「
担
い
手
さ

ん
交
流
集
会
」
を
か
ら
ん
こ

ろ
ん
温
泉
で
開
催
。

　

組
織
部
の
金
枝
さ
ん
が

「
医
療
福
祉
生
協
の
担
い
手

さ
ん
」
に
つ
い
て
ミ
ニ
講
座
。

　
「
こ
こ
が
す
ご
い
！　
四

中
り
ん
ご
!!
」

　
①
協
力
的
で
あ
る
、
②
手

配
り
者
が
多
い
、
③
署
名
が

集
ま
る
、
④
自
主
性
が
あ
る

─
と
評
価
。

　
「
手
配
り
さ
ん
の
役
割
」

　
①
毎
月
の
「
健
康
」
新
聞

手
配
り
で
、
地
域
の
組
合
員

さ
ん
の
見
守
り
に
な
り
ま

す
。
②
手
配
り
１
部
に
つ
き

１
６
０
円
が
支
部
活
動
費
と

し
て
援
助
さ
れ
ま
す
。
四
中

り
ん
ご
支
部
は
手
配
り
さ
ん

が
多
い
の
で
、
手
配
り
は
８

割
ほ
ど
。
郵
送
か
ら
手
配
り

に
し
て
「
支
部
だ
よ
り
」
を

届
け
た
い
の
で
、
さ
ら
に
手

配
り
さ
ん
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
「
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
続
い
て
、
大
塚
成
仁
さ
ん

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。
伸
び

や
か
で
優
し
い
う
た
を
堪
能

し
ま
し
た
。
最
後
は
み
ん
な

で
「
河
の
流
れ
の
よ
う
に
」

や
「
オ
ー
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ

ゼ
」、
中
島
み
ゆ
き
の
「
糸
」

も
意
外
と
み
ん
な
で
歌
え
る

歌
で
し
た
。

　
加
え
て
、
評
判
ど
お
り
の

昼
食
と
温
泉
で
、
身
も
心
も

温
も
っ
た
交
流
会
で
し
た
。

�

（
理
事
・
武
田
し
さ
）

これから訪問リハに出向きます

元気あふれる参加者の笑顔

みんなで歌いました

四
中
り
ん
ご
支
部�

１
／
31
・
２
／
４

｢
健
康
づ
く
り
カ
フ
ェ｣

と

�
担
い
手
さ
ん
交
流
集
会

楽しくグーパー体操
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第第691691号　号　20202020年４月１日年４月１日（水（水））（（55）） 健　　　康健　　　康

青森県

10
26

４ヵ月健診のあかちゃんたちです

すくすくすくすく
エンジェルエンジェル
すくすく
エンジェル

 

五
所
川
原
支
部

　
五
所
川
原
診
療
所
の
隣
町

と
い
う
狭
い
街
に
特
化
し
て

活
動
す
る
「
か
ま
や
班
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
面
の

目
標
は
、
班
会
の
毎
月
実
施

と
「
健
康
」
新
聞
を
し
っ
か

り
読
む
こ
と
で
す
。

　
班
会
は
ま
だ
２
回
の
み
で

す
が
、「
健
康
」
新
聞
の
読

後
感
想
発
表
の
場
を
設
け
て

い
ま
す
。
６
８
８
号
の
新
春

座
談
会
と
６
８
９
号
の
Ｈ
Ｐ

（
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
）
活
動
は
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
２
月
の
班
会
で
は
全

世
代
型
社
会
保
障
改
革
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

ホ
ッ
ト
な
情
報
を
検
討
し
ま
す

新
班
誕
生

赤木　麻佳さん・咲
さ づ き

月ちゃん
元気にすくすく育ってね！

増井　ユイさん・歩
あ ゆ む

夢ちゃん
元気にすくすく育ってね！！

中村亜寿香さん・望
み う

優ちゃん
どんな時でも笑って、
優しい子になろうね。

小池　結斐さん・千
ち は る

晴ちゃん
明るい元気な子になってね。

伴　多加子さん・しゅ色
いろ

ちゃん
ステキな色の人生を

歩んでね♡

吹田　翔子さん・真
ま な と

愛斗ちゃん
お兄ちゃんお姉ちゃんと

仲良くね

田澤めぐみさん・怜
れん

ちゃん
良い出会いに

恵まれますように。

三橋　浩子さん・謙
けんゆ う

結ちゃん
元気に大きくなってね！

小山内夏子さん・琥
こ た ろ う

太郎ちゃん
早く大きくなってね！

今　由衣さん・凪
なぎ

ちゃん
優しい子に育ってね！

髙橋　春佳さん・謙
け ん と

斗ちゃん
元気で大きく育ってね。

佐藤　精さん・來
らん

ちゃん
大きく元気に

かわいく育ってね！！

佐々木結衣さん・剣
けんし ん

心ちゃん
大好き♡

元気に育ってね！

齋藤　綾さん・千
ち あ き

翠ちゃん
お姉ちゃんと仲良くね。

成田　朱美さん・柚
ゆ の

乃ちゃん
健康にスクスク育ってね☆

五十嵐遥香さん・瑛
あ き ほ

穂ちゃん
我が家の宝物です！
すくすく育ってね♡

小山内鈴香さん・睦
り く と

翔ちゃん
いっぱい母乳飲んで
大きくなってネ♡

髙橋絵里佳さん・奏
か な と

音ちゃん
ステキなジェントルマンに

なってね♡

永澤　尚子さん・優
ゆう

ちゃん
３人でアップルマラソン

走ろうね！

三上明日香さん・莉
り の

希ちゃん
元気いっぱい大きくなってね！
お兄ちゃんと仲良くしようね！

　
医
療
福
祉
生
協
の
班
と
し

て
、
ホ
ッ
ト
な
社
会
保
障
情

報
の
検
討
・
評
価
は
重
要
で

す
。

　
組
合
員
と
の
レ
ク
活
動
や

居
住
者
宅
の
訪
問
活
動
を
交

え
て
、健
生
利
用
者
の〝
わ
〟

の
拡
大
に
努
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

�

（
班
長
・
高
橋
佳
孝
）

大変お待たせいたしました。駐車場からの
車イス、ベビーカーなどのためのスロープ
を設置。手すりをつけて完成です。

健生病院の駐車場スロープ健生病院の駐車場スロープ

　先日、厚生労働省は 424 公　先日、厚生労働省は 424 公
立・公的病院の再編統合を公表立・公的病院の再編統合を公表
しました。それに伴い、各地でしました。それに伴い、各地で
は「地域の病院がなくなってしは「地域の病院がなくなってし
まうのでは？」と不安の声があまうのでは？」と不安の声があ
がっています。地域で生きるたがっています。地域で生きるた
めに医療は欠かせません。公めに医療は欠かせません。公
立・公的病院と地域医療につい立・公的病院と地域医療につい
て考える機会にしてほしいと思て考える機会にしてほしいと思
い、当該地域にチラい、当該地域にチラ
シ・署名用紙を同封さシ・署名用紙を同封さ
せていただきました。せていただきました。
　ご賛同いただけまし　ご賛同いただけまし
たらたら『公立・公的 424『公立・公的 424

病院への「再検証」要請を撤回病院への「再検証」要請を撤回
し、地域医療の拡充を求める署し、地域医療の拡充を求める署
名』にご署名の上、返信をお願名』にご署名の上、返信をお願
いします。いします。また、その他の署名また、その他の署名
にもご協力をお願いします。にもご協力をお願いします。
　私たち津軽保健生協は、今後　私たち津軽保健生協は、今後
も皆様と住民のいのちと健康、も皆様と住民のいのちと健康、
くらしを守るために、さまざまくらしを守るために、さまざま
な取り組みをすすめていきます。な取り組みをすすめていきます。

　社保・平和委員会では12月25日から
１月15日の期間、みなさまから寄付して
いただいたカレンダー・手帳を利用して、
募金活動を行ってきました。みなさまから
の売上金が「18,319円」になりましたこ
とをご報告いたします。売上金は全額日本
ユニセフ協会に寄付させて
いただきます。みなさまの
多大なるご協力に感謝いた
します。
（社会保障・
　　　　平和委員会一同）

黒
石
診
療
所
　
休
診
の
お
知
ら
せ

５
月
７
日
（
木
）　
午
後
休
診

５
月
14
日
（
木
）　
午
後
休
診

た
だ
し
両
日
と
も
夜
間
外
来
は
、
通
常
通
り
診
察
し
ま
す

カレンダー・手帳
募金のお礼とご報告

お問い合わせ・参加希望　地域連携室　℡0172-36-5181

藤代健生病院 家族教室

時　間＊９時30分～11時30分の開催です。
参加費＊無料です。
会　場＊藤代健生病院　デイケア棟２階　多目的室

北風と太陽～依存症を理解する～
◦４月11日（土）　　講師：坂本　隆　医師

社保平和委員長　二川原　一

署名ご協力のお願い



（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
本
部

（0
17
2）3
3－
75
15

組
合
員
セ
ン
タ
ー

（0
17
2）3
5－
89
33

モ
バ
イ
ル
版

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

ナーシングホーム
た ま ち
0172-55-9724

訪問看護ステーション
の だ 支 所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所案内は
５−４面です

20202020年４月１日年４月１日（水（水））　第　第691691号号 （（66））健　　　康健　　　康

【切り取ってご利用下さい】

【月～金の平日運行便】�
　　（和徳・時敏・北東・五中・東中）５支部循環組合員バス

津軽保健
生協会館

宮園
社会福祉
センター付近

宮園　　　
旧マルエス
　　　付近

宮園　　
宮園公園
西口付近

青山　　
青山公園
　　付近

撫牛子　
ＪＡ和徳
支店付近

撫牛子
１丁目付近

藤原溶接
鉄工所前

みちのく銀行
城東支店

長四郎
公園

城東中央
5 丁目

藤陣向 城東中央
カメイ　
スタンド

小比内
年金事務所

健生病院・
クリニック

7:20 7:27 7:28 7:30 7:31 7:45 7:46 7:50 7:57 7:58 7:59 8:00 8:01 8:03 8:08
8:30 8:36 8:37 8:39 8:40 8:48 8:49 8:53 8:59 9:00 9:01 9:02 9:03 9:04 9:08
9:40 9:46 9:47 9:49 9:50 9:58 9:59 10:03 10:09 10:10 10:11 10:12 10:13 10:14 10:18
10:40 10:46 10:47 10:49 10:50 10:58 10:59 11:03 11:09 11:10 11:11 11:12 11:13 11:14 11:18

健生病院・
クリニック

小比内
年金事務所
向

城東中央　
カメイ　　
スタンド向

藤陣 城東中央
5 丁目

長四郎
公園

みちのく銀行
城東支店向

藤原溶接
鉄工所前

撫牛子
１丁目付近

撫牛子　
ＪＡ和徳
支店付近

青山　　
青山公園
　　付近

宮園　　
宮園公園
西口付近

宮園
旧マルエス
　　　付近

宮園
社会福祉
センター付近

津軽保健
生協会館

12:40 12:44 12:45 12:46 12:47 12:48 12:49 12:55 12:59 13:00 13:08 13:09 13:11 13:12 13:18
13:40 13:44 13:45 13:46 13:47 13:48 13:49 13:55 13:59 14:00 14:08 14:09 14:11 14:12 14:18
14:40 14:44 14:45 14:46 14:47 14:48 14:49 14:55 14:59 15:00 15:08 15:09 15:11 15:12 15:18

　　駅前循環 組合員バス（健生病院⇔駅前周辺地域）※このコースは、平日の他に、土曜日午前中も運行します。

健生病院・
クリニック

松森町　　　
山形内科　　
クリニック向い

弘前駅　　
東横イン前

ヨーカドー宝　
くじ売り場付近

津軽保健
生協会館

南大町　　
三照堂付近

川先　　　　
ローソン川先
１丁目店付近

健生病院・
クリニック

ー ー 8:03 8:06 ー 8:10 8:14 8:17
8:30 8:37 8:41 8:44 8:50 8:56 9:00 9:03
9:15 9:22 9:26 9:29 9:35 9:41 9:45 9:48
10:00 10:07 10:11 10:14 10:20 10:26 10:30 10:33
10:45 10:52 10:56 10:59 11:05 11:11 11:15 11:18
11:30 11:37 11:41 11:44 11:50 11:56 12:00 12:03
12:15 12:22 12:26 12:29 12:35 12:41 12:45 12:48
13:00 13:07 13:11 13:14 13:20 13:26 13:30 13:33
13:45 13:52 13:56 13:59 14:05 14:11 14:15 14:18
14:30 14:37 14:41 14:44 14:50 14:56 15:00 15:03
15:15 15:22 15:26 15:29 15:35 15:41 15:45 15:48
16:00 16:07 16:11 16:14 16:20 16:26 16:30 16:33
16:45 16:52 16:56 16:59 17:05 ー ー ー

＊このコースは健生病院から駅前周辺（松森、駅前、ヨーカドー、大町、川先）を循環します。
＊このコースの所要時間は約33分間で循環します。
＊土曜日は午前中のみ運行します（最終は 11:30 で津軽保健生協会館までの運行です）。

　　藤代健生病院　市内循環　組合員バス
津軽保健
生協会館

健生病院・
クリニック

弘前駅
東横イン前

弘前調剤
センター

（北横町）

みちのく
銀行
下土手町
支店付近

東奥信用
金庫下町
　　支店

藤代健生
　　病院

城西４丁
目ピータ 
ーパン洋
菓子店前

東奥信用
金庫茂森
　　支店

第四中学
　校付近

西弘セブン
　イレブン

中野バス停
　　　付近

中野４丁
目松原郵
便局付近

かっぱ寿司
弘前安原店
　　　付近

健生病院・
クリニック

津軽保健
生協会館

8:10 ー 8:30 ー 8:35 8:42 8:55 9:01 9:05 9:12 9:17 9:20 9:22 9:24 9:30 ー
9:35 ー ー 9:37 ー ー 9:50 ー ー ー ー ー ー ー ー ー
ー 9:40 9:50 9:55 10:00 10:05 10:15 ー ー ー ー ー ー ー ー 10:30

津軽保健
生協会館

健生病院・
クリニック

かっぱ寿司
弘前安原店
　　　付近

中野４丁
目松原郵
便局付近

中野バス停
　　　付近

西弘セブン
　イレブン

第四中学
　校付近

東奥信用
金庫茂森
　　支店

城西４丁
目ピータ 
ーパン洋
菓子店前

藤代健生
　　病院

東奥信用
金庫下町
　　支店

弘前調剤
センター

（北横町）

弘前駅
東横イン前

健生病院・
クリニック

津軽保健
生協会館

11:30 11:45 11:51 11:53 11:55 11:58 12:03 12:10 12:14 12:30 12:40 12:50 12:55 13:10 13:30
15:10 ー ー ー ー ー ー ー ー 15:30 15:40 15:50 15:55 ー 16:10

健生病院・クリニック　組合員バス時刻表

組合員バスに関するお問い合わせは 生協本部 ☎0172-33-7515 または 組織部 ☎0172-35-8933 まで



（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
本
部
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2）3
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組
合
員
セ
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タ
ー
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33
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健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

ナーシングホーム
た ま ち
0172-55-9724

訪問看護ステーション
の だ 支 所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所案内は
５−４面です

第第691691号　号　20202020年４月１日年４月１日（水（水））

す。〈投稿のお誘い〉身のまわりのこと、健康のこと、何でも「おたより」歓迎しま

読者サロン

（（77）） 健　　　康健　　　康
　

先
月
、
娘
が
夜
に
な
っ
て
苦
し
み
出
し
、
慌

て
ま
し
た
。
こ
こ
数
日
体
調
不
良
で
、
通
院
し

な
が
ら
何
と
か
や
っ
て
き
た
の
で
、
救
急
外
来

に
連
れ
て
行
き
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
ま
し

た
。
救
急
車
は
少
し
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
、

救
急
外
来
が
あ
っ
て
助
か
り
ま
し
た
。

救
急
外
来
に
行
き
ま
し
た

救
急
外
来
に
行
き
ま
し
た

平
川
市　

ノ
リ
ゾ
ウ

　
「
読
者
サ
ロ
ン
」
毎
回
楽
し
み
に
拝
読
し
て

居
り
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

毎
回
楽
し
み
で
す

毎
回
楽
し
み
で
す弘

前
市　

田
澤　

京
子

　

窓
際
の
花
が
次
々
咲
い
て
、
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
、

コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
、
シ
ク
ラ
メ
ン
も
咲
い
て
き
ま

し
た
。
毎
朝
の
食
事
の
時
間
が
花
と
の
会
話
で
、

元
気
を
貰
っ
て
い
ま
す
。

暖
冬
で
早
咲
き
の
花
々

暖
冬
で
早
咲
き
の
花
々

弘
前
市　

相
馬　

昭
子

　

桜
が
早
い
み
た
い
で
す
ね
！　

毎
年
家
族
で

の
お
花
見
楽
し
み
で
す
。
り
ん
ご
の
枝
（
剪
定
）

が
ん
ば
ら
な
く
っ
ち
ゃ
～
！

お
花
見
を
楽
し
み
に

お
花
見
を
楽
し
み
に

弘
前
市　

田
中　

章
子

　

最
近
、
膝
が
痛
く
な
っ
た
り
、
朝
足
が
つ
っ

た
り
で
、
１
日
10
分
位
必
ず
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し

て
い
た
ら
、
身
体
の
異
常
が
感
じ
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
よ
う
！

ス
ト
レ
ッ
チ
、
効
果
あ
り
！

ス
ト
レ
ッ
チ
、
効
果
あ
り
！

青
森
市　

村
田　

育
子

　

赤
ち
ゃ
ん
、
本
当
に
可
愛
い
で
す
ね
。
お
母

様
も
全
員
お
顔
ま
で
写
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
よ
！

「「
す
く
す
く
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
に

す
く
す
く
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
に

黒
石
市　

山
田
志
賀
子

　

老
体
に
鞭
打
っ
て
一
人
通
院
し
て
い
る
。
バ

ス
の
乗
り
降
り
、
病
院
、
薬
局
な
ど
で
失
態
の

連
続
で
す
。「
む
か
し
の
よ
う
に
で
き
な
く

な
っ
た
ら
（
ど
う
ぶ
つ
に
）
お
も
い
で
ば
な
し

を
す
れ
ば
い
い
」
よ
し
た
け
し
ん
す
け
─
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
！

お
も
い
で
ば
な
し

お
も
い
で
ば
な
し弘

前
市　

福
真　

恵
子

　

白
内
障
の
手
術
が
終
わ
り
、
今
年
は
明
る
い

日
々
が
送
れ
そ
う
で
す
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
ド

ラ
イ
ブ
楽
し
め
そ
う
で
す
。

見
通
し
が
明
る
い
な
！

見
通
し
が
明
る
い
な
！

弘
前
市　

伊
藤
や
つ
え

　

ば
っ
け
、
つ
く
し
が
出
て
く
る
の
が
待
ち
ど

お
し
い
で
す
！　

春
よ
来
い
♪

も
う
す
ぐ
春

も
う
す
ぐ
春

平
川
市　

石
坂
勝
三
郎

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
心
も
体
も
社
会
全
体
も

縮
こ
ま
り
そ
う
で
す
！　

パ
ズ
ル
を
解
い
て
脳

ト
レ
、
そ
し
て
筋
ト
レ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
で
ウ
イ

ル
ス
を
寄
せ
つ
け
な
い
体
力
づ
く
り
に
励
ん
で

ま
す
。

体
力
づ
く
り
を
し
よ
う

体
力
づ
く
り
を
し
よ
う

青
森
市　

佐
々
木
弘
子

　

明
け
て
も
暮
れ
て
も
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
。
や
っ

と
巡
り
会
え
た
初
孫
の
新
１
年
生
と
な
る
入
学

を
控
え
、
喜
び
と
不
安
の
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

明
け
て
も
暮
れ
て
も
…

明
け
て
も
暮
れ
て
も
…

つ
が
る
市　

小
寺　

幸
子

　

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
免
疫
力
を

ア
ッ
プ
し
て
お
か
な
い
と
駄
目
で
す
ね
。

免
疫
力
を
上
げ
よ
う

免
疫
力
を
上
げ
よ
う

平
川
市　

松
井　

紀
子

　

雪
の
少
な
い
冬
に
驚
い
て
い
た
ら
、
今
度
は

コ
ロ
ナ
騒
ぎ
。
医
療
が
発
達
し
て
い
て
も
、
未

知
の
病
気
は
次
々
と
…
。
医
療
関
係
の
方
た
ち

の
努
力
を
見
守
る
し
か
な
い
で
す
ね
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

弘
前
市　

ト
カ
ト
ン
ト
ン

　

学
校
が
休
み
だ
か
ら
、
料
理
の
勉
強
も
し
て

ま
す
。
今
回
の
菜
の
花
ご
飯
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
し

て
作
っ
て
み
て
成
功
！！

休
み
を
活
用
し
て
ま
す

休
み
を
活
用
し
て
ま
す

弘
前
市　

石
山
り
ん
ご

　
「
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
た
ま
ち
」
は
泊
ま
り

の
看
護
も
あ
る
の
で
す
ね
。
こ
れ
は
困
っ
て
い

る
患
者
に
と
っ
て
強
い
味
方
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
新
し
い
取
り
組
み
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て

く
だ
さ
い
ね
。

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム

黒
石
市　

空
と
ぶ
ネ
コ

　
「
訪
問
看
護
た
ま
ち
」
に
、
毎
週
金
曜
に
診

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
送
迎
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。
も
う
少
し
暖
か
く
な
れ
ば
、
外

に
出
て
歩
行
用
の
車
イ
ス
を
押
し
て
み
た
い
な

…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

春
に
は
散
歩
を
…

春
に
は
散
歩
を
…平

川
市　

白
戸
ミ
チ
ヨ

　

３
月
号
の
記
事
で
は
「
な
で
し
こ
の
会
」
を

興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
今
は
仕
事
を
持
ち
、

家
庭
内
で
も
忙
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
も
視
野
に
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
活
動

弘
前
市　

そ
が

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
紹
介
拝
見
。
内

容
も
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
大
変
で

も
あ
り
、
ま
た
楽
し
く
活
動
さ
れ
て
い

る
様
子
が
分
か
り
ま
し
た
。

「「
な
で
し
こ
の
会
」
の
紹
介

な
で
し
こ
の
会
」
の
紹
介

平
川
市　

ナ
ン
シ
ー

　

今
年
も
「
ば
っ
け
み
そ
」
を
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
春
の
味
で
本
当
に

お
い
し
か
っ
た
。
早
春
を
か
み
し
め
ま

し
た
。

早
春
を
か
み
し
め
て

早
春
を
か
み
し
め
て

青
森
市　

ば
っ
け
み
そ

　
「
健
康
」
に
、
鶴
の
舞
橋
と
晴
天
の

津
軽
富
士
と
と
も
に
、
中
村
雅
之
先
生

の
短
歌
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
新
年
に

ふ
さ
わ
し
い
短
歌
だ
と
感
動
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
先
生
の
短
歌
、
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

新
年
の
短
歌
に
感
動

新
年
の
短
歌
に
感
動

五
所
川
原
市　

早
苗

　

洋
蘭
ま
つ
り
で
買
っ
て
き
た
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム

に
花
芽
が
付
き
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
色
は
黄
色
。
す
ば
ら
し
い
色
で

す
。 待

ち
遠
し
い
な
！

待
ち
遠
し
い
な
！

つ
が
る
市　

佐
々
木
む
つ
子

　

退
職
者
一
覧
を
見
た
ら
、
娘
を
出
産

し
た
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
助
産
師
さ

ん
の
名
前
が
あ
り
、
な
つ
か
し
く
感
じ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！ お

世
話
に
な
っ
た
助
産
師
さ
ん

お
世
話
に
な
っ
た
助
産
師
さ
ん

青
森
市　

工
藤
文
子　

　

い
つ
も
興
味
深
く
読
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
度
に
少
し
で
す
が
知
識
を
得
た
気

が
し
ま
す
。

「
内
科
か
ら
の
紙
風
船
」
に

「
内
科
か
ら
の
紙
風
船
」
に

弘
前
市　

赤
い
り
ん
ご　

　
「
内
科
か
ら
の
～
」
は
内
科
に
限
ら

ず
、
医
学
全
般
の
話
題
で
勉
強
に
な
り

ま
す
。
安
田
肇
先
生
が
翻
訳
さ
れ
た

「
脳
」に
関
す
る
本
を
読
み
ま
し
た
。
…

多
忙
な
中
で
翻
訳
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

文
章
の
読
み
や
す
さ
も
驚
き
で
し
た
。

「
脳
」
の
医
学
書
を
翻
訳

「
脳
」
の
医
学
書
を
翻
訳

弘
前
市　

泥
女　

　

入
院
中
に
５
階
病
棟
よ
り
眺
め
た
岩

木
山
は
、と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
心
が
癒
さ
れ

た
一
時
で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
親
切
に

し
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

雄
大
な
岩
木
山

雄
大
な
岩
木
山

弘
前
市　

Ｉ
子

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
町
が
運
営
し

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
す
。
料
金

も
お
得
。
そ
こ
で
も
ク
ラ
ブ
の
各
教
室
を
お
休

み
す
る
そ
う
で
す
。
早
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

収
束
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

長
び
く
自
粛
で
お
休
み

長
び
く
自
粛
で
お
休
み

藤
崎
町　

成
田
令
子

　

散
歩
し
な
が
ら
「
健
康
」
新
聞
の
お
届
け
を

し
、
楽
し
い
会
話
が
あ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

新
聞
の
手
配
り
楽
し
く

新
聞
の
手
配
り
楽
し
く

中
泊
町　

米
谷　

セ
ツ

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
４
月
13
日
必
着
。
正
解
者
の
中
か

ら
10
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５

　
弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　
Ｅ
メ
ー
ル  kenkou

@
r66.7-d

j.com

応
募
方
法

１
お
酒
と
一
緒
に
楽
し
む
も
の
。

料
理
は
も
ち
ろ
ん
、
盛
り
上

が
る
話
題
も
酒
の
―
―
―
に

な
り
ま
す

４
親
子
で
お
引
越
し
す
る
様
子

が
微
笑
ま
し
い
。
池
や
川
で

暮
ら
す
水
鳥
で
す

５
薬
を
扱
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル

６
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
首
回
り
に
つ

い
て
い
る
部
分

７
砂
漠
で
の
移
動
手
段
と
言
え

ば
。
背
中
の
コ
ブ
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
え
て
い
ま
す

２
春
を
知
ら
せ
る
山
野

草
。
昔
は
球
根
か
ら
―

―
―
―
粉
を
作
っ
て
い

ま
し
た

３
漬
物
を
漬
け
る
時
や
タ

ル
ト
を
焼
く
時
に
上
に

乗
せ
て
使
う

４
老
朽
化
の
た
め
校
舎
を

全
面
―
―
―
―
す
る

５
笑
っ
た
時
に
チ
ラ
ッ
と

見
え
る
と
可
愛
い
歯

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

5

6

2

7

4

3

《ヒント》（５文字）
葉っぱは食べる派？
食べない派？

第
690
号
（
３
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
シ
ュ
ン
ブ
ン
＝
春
分
」

1

6

7

2

5

3

9

8

4

カ

ユ
ウ
ヒ

ブ
リ

イ

キ
ビ
ダ
ン
ゴ

ン

ク
イ

ネ
グ
セ

シ
　

正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
10
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

差
し
上
げ
ま
す
。　

（
敬
称
略
）

（
弘　

前　

市
）　

佐
藤　

穂
佳

櫻
庭　

康
子

町
田　

凜
生

（
青　

森　

市
）　

村
田　

育
子

（
黒　

石　

市
）　

喜
多
嶋　

公

（
つ
が
る
市
）　

小
寺　

幸
子

（
五
所
川
原
市
）　

中
島　

文
子

（
藤　

崎　

町
）　

唐
牛　

重
任

（
中　

泊　

町
）　

米
谷　

セ
ツ

（
鰺
ヶ
沢
町
）　

黒
滝　

良
子

組合員バスに関するお問い合わせは 生協本部 ☎0172-33-7515 または 組織部 ☎0172-35-8933 まで



20202020年４月１日年４月１日（水（水））　第　第691691号号 （（88））健　　　康健　　　康

看護職対象 就職説明会

日程変更のお知らせ
先月号に掲載された4月25日㈯の健生病院、会議室で予定されていた就職説明会
は新型コロナウイルス対策として、下記の日程に延期となりました。

看護職員
就職説明会

2020年６月６日（土）
午後２時～ (受付午後 1：30～)

場所 健生病院 会議室

説明会当日は健生病院正面玄関で看護職員が案内
で待機しております。多くの看護職員と交流でき
る説明会ですので、気軽に御参加ください。

なお、就職説明会に関しては、新型コロナウイル
ス対策で日程変更・中止となった場合は随時、津
軽保健生協・健生病院・藤代健生病院それぞれの
ホームページに掲載していきます。

上記の説明会に参加できない方は、お気軽に下記に電話をください。
いつでも病院見学・インターンシップ・説明に対応いたします。
遠慮なく下記へご連絡ください。

090-4556－3962 採用担当 成田（看護師）
合わせて、採用選考の日程も変更となりましたので、右記日程をご確認ください。

健生病院 藤代健生病院

看護師・准看護師 募集
2020年 10月採用

既卒看護師７名・既卒准看護師３名
2021年 ４月採用

新卒看護師１９名
(新卒：2021年 国試家験合格見込みの者・助産師含む）

既卒看護職員５名
（看護師・助産師・認定看護師・准看護師）

採用選考日

選考日の
詳細について
は応募された
方に郵送で
お知らせ
いたします。

第１回選考日 ５月 23日 土曜
出願〆切 5 月８日（金）必着

第２回選考日 ７月４日 土曜
出願〆切 6 月 19日（金）必着

第３回選考日 ８月 15日 土曜
出願〆切 ７月 31日（金）必着

出願提出書類
①履歴書（写真貼付） 当法人指定のものあり

（ホームページでダウンロードできます）
※既成の履歴書でもかまいません。

②新卒の方は成績証明書と卒業見込み証明書
既卒の方は資格免許証の写し（コピーでかまいません）

出願先 〒036 -8045 弘前市野田 2 丁目 2-1
津軽保健生活協同組合 生協会館

看護介護部 看護職員採用係

アットホームな昨年の説明会

　鰺ヶ沢支部カト
レア班は、2015
年５月18日に参
加者11名で班の
再結成をしました。
今年で６年目を迎
えることとなり、
継続ができている
のは、基本的な開
催の定例日を第３金曜日と決めていることが大きいと思います。特別な
事情がなければ、定例日に月１回の班会を行なうことにしています。加
えて年に１〜２回班主催のレクリエーションを取り入れています。「次は
どこへ行ってみようか？」という話題にもなり、楽しく班会が続けられ
ている要素だと思います。そしてもっとも大事なイベントは健康チェッ
ク終了後の「座談会（井戸端会議）」です。地域事情が知れること、「物

忘れの予防訓練…？」、「認知症状
予防のための脳トレーニング
…？」、「コロナウイルス対策
は？」などに繋がっているのでは
ないでしょうか。引き続き楽しく
班会を続けてくださいね。
� （組織部・繁田勇）

　長坂町班を訪れたのは、２月半
ば。武藤さん宅が寄り合い所で
す。10人のメンバーは近隣に住
んでいてコープの共同購入の仲間
でもあり、この日が注文商品が届
く日でした。それに合わせて、何
と毎週集まり、班会をしています。
　さらに長坂町班は、「地域内で
気軽に集える場所にしたい」ということで「弘前市高齢者ふれあい居場
所づくり事業」に申請。申請事業や制度の煩雑に苦労しながら、弘前市
の事業として登録されました。これで市の援助金を活用できます。
　この日は、組織部から来た菅井さんによる血圧測定から始まり、尿チ
ェックなどのチェック項目がスムーズに、和気あいあいと進みます。
　班会の歴史は長く、30年以上は続いているといいます。初代班長は武

藤さんでしたが、現在は松岡由美子さんが班長と
して活躍しています。
　毎回、みんなで手足を伸ばし体操やストレッチ
をすること、おしゃべりをして、何でも語り合う
のが、長続きの秘訣のようです。
　この冬には珍しく雪の降りしきる日でしたが、
みなさんから暖かい友情を感じることができまし
た。これからも末永く続けてくださいね。（編集部） 今年の新年会にて今年の新年会にて

今日は各種健康チェック今日は各種健康チェック

生活の一部です生活の一部です

おひなさまにいやされておひなさまにいやされて

１
おらほの班活動 鰺ヶ沢支部 カトレア班時敏支部 長坂町班

井戸端会議、班主催のレクも楽しみ長続きのコツは何でも話すこと
～弘前市居場所づくり事業に登録～

【楽しいお料理→４面に】


